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　はじめに

スズキ目ハタ科ハナダイ亜科魚類 Anthiinae は，

日本から 10 属 49 種が報告されている（瀬能，

2000；Masuda & Randall, 2001； 瀬 能・ 森 下，

2003；Motomura et al., 2010）．そのうちナガハナ

ダ イ 属 Pseudanthias は 22 種， サ ク ラ ダ イ 属

Sacura は 1 種である（瀬能，2000；Motomura et 

al., 2010）．

Pseudanthias parvirostris は，ソロモン諸島マラ

イタ島沖から得られた 12 標本に基づき，Randall 

& Lubbock (1981) によって Anthias parvirostris と

して新種記載された．その後，工藤ほか（1996）

は本種を伊豆大島秋の浜から日本初記録として報

告し，和名コウリンハナダイを提唱した．これま

でに，コウリンハナダイの日本国内における標本

に基づく記録は伊豆大島からのみであるが，2010

年 5 月 27 日に鹿児島県三島村竹島オンボ崎南側

から，コウリンハナダイと同定される 1 標本が採

集された．本報告が国内における本種の標本に基

づく 2 番目の記録であるため，ここに同標本を記

載し報告する．

Sacura margaritacea は，相模湾から得られた 1

標本に基づき，Hilgendorf (1879) によって Anthias 

margaritacea として新種記載された．サクラダイ S. 

margaritacea の日本国内における分布は，相模湾

から長崎県，および八丈島であり（Hilgendorf, 

1879；Jordan & Richardson, 1910；蒲原，1930；黒

田，1931；蒲生・加藤，1973；鈴木ほか，1974；

竹村，1973；Heemstra & Randall, 1979；益田・小林，

1996；瀬能，2000；井出ほか，2003；瀬能・林，

2009），これまでに鹿児島県における本種の標本

に基づく確実な記録はない．2009 年 10 月 24 日

に鹿児島県南さつま市笠沙町片浦高崎山地先か

ら，サクラダイと同定される 1 標本が採集された

ため，同標本を記載し報告する．また，2009 年

12 月 25 日に第 2 著者（出羽）によって鹿児島湾

でサクラダイの水中写真が撮影された．鹿児島湾

産の標本は得られていないが，分布情報の蓄積を

目的として合わせて報告する．

　材料と方法

標 本 の 計 数・ 計 測 方 法 は 概 ね Randall & 

Lubbock (1981) にしたがった．標準体長は体長と

表記した．計測はデジタルノギスを用いて 0.1 

mm まで行い，計測値は体長に対する百分率で示
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した．胸鰭条数は左体側のものを計数した．体色

の記載は，コウリンハナダイは KAUM–I. 29776，

サクラダイは KAUM–I. 25338 の生鮮時のカラー

写真に基づいて行い，色彩の名称は財団法人日本

色彩研究所（2007）にしたがった．本報告で用い

た標本は鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に

所蔵されており，生鮮時のカラー写真は同館の画

像データベースに登録されている．

　結果と考察

Pseudanthias parvirostris (Randall & Lubbock, 1981)

コウリンハナダイ　Fig. 1

標本　KAUM–I. 29776，体長 62.2 mm，鹿児島

県 三 島 村 竹 島 オ ン ボ 崎 南 側（30°48′32″N, 

130°24′33″E），2010 年 5 月 27 日，水深 56 m，タ

モ網，出羽慎一．

記載　背鰭条数 X, 15；臀鰭条数 III, 7；胸鰭条

数 18；腹鰭条数 I, 5；尾鰭条数 10 + 9；側線有孔

鱗数 42；鰓耙数 8 + 21．体長に対する体各部の

割合 (%)：体高 32.0%；体幅 16.9%；頭長 31.0%；

吻長 6.9%；眼径 8.4%；両眼間隔 10.0%；上顎長

16.7%；尾柄高 13.3%；尾柄長 17.7%；背鰭前長

32.2%；肛門前長 59.8%；腹鰭前長 34.9%；背鰭

第 1 棘長 3.2%；背鰭第 2 棘長 6.8%；背鰭第 3 棘

長 10.0%；背鰭第 10 棘長 10.9%；背鰭最長軟条

長 11.6%；背鰭基底長 58.2%；臀鰭第 1 棘長 4.0%；

臀鰭第 2 棘長 8.5%；臀鰭第 3 棘長 9.3%；臀鰭最

長 軟 条 長 16.6%； 臀 鰭 基 底 長 20.9%； 胸 鰭 長

26.7%；腹鰭長 25.9%；尾鰭長 27.8%；尾鰭湾入

長 15.8%．体は側扁する．眼窩後縁には小乳頭状

突起がある．前鼻孔は吻端と眼窩前縁間の中央に

位置し，管状である．後鼻孔は前鼻孔と眼窩前縁

間の中央よりやや上方に位置し，孔状である．上

顎後縁は瞳孔後縁に達する．主鰓蓋骨に扁平な 3

本の棘があり，全体が鱗で覆われる．この 3 本の

棘は中央のものが最大で，上方のものが最小．前

鰓蓋骨後縁は鋸歯状で，下縁は円滑．下鰓蓋骨下

縁は円滑．吻背面前端，眼前域，下顎腹面前方，

咽喉を除く，頭部と体部は櫛鱗で覆われる．第 3

棘より後方から背鰭基底後端までの背鰭基底を鱗

域が覆う．背鰭棘はいずれも伸長せず，第 5 棘が

最長．胸鰭を中央まで覆う鱗域がある．胸鰭は第

8 軟条で最長となり，肛門直上に達する．腹鰭は

第 2 軟条が糸状に伸長する．尾鰭は三日月形．

色彩　生鮮時の色彩 — 頭部の地色はさえた赤

みの黄で，頭部側面下半部は黄みのピンク．吻端

から左右に分かれ，両後鼻孔の直上を通り，左右

Fig. 1. Photograph of fresh specimen of Pseudanthias parvirostris from Take-shima Island, Kagoshima, Japan (KAUM–I. 29776, 62.2 mm 
SL).
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の眼窩上縁に接して走るこい紫みのピンクの細い

線がある．この線は項部で左右のものが結合し，

環状線を形成する．項部で 1 本となった線は背部

正中線を通り背鰭始部に達する．下顎下縁から上

顎を横切り，眼の下縁に至るこい紫みのピンクの

やや不明瞭な細い線がある．眼の後縁から鰓蓋上

縁に至る 2 本のこい紫みのピンクの線がある．こ

の 2 本の線はやや不明瞭で所々途切れる．虹彩は

さえた黄で，瞳孔の前後にこい紫みのピンクの縦

線が入る．体部の地色はさえた赤みの黄で，体腹

面は黄みのピンク．体腹面の黄みのピンクの範囲

を除き，各鱗の後縁にこい紫みのピンクの斑点が

ある．背鰭はさえた黄で，棘部の鰭膜先端と軟条

部外縁，および背鰭基底の被鱗域がこい紫みのピ

ンク．尾鰭はさえた黄で，中央部から後縁に向か

い淡くなる．上下両葉の外縁はこい紫みのピンク

に縁取られる．臀鰭はさえた黄で，外縁がこい紫

みのピンクに縁取られる．腹鰭はさえた黄で，軟

条部内部は淡い．腹鰭前縁はこい紫みのピンクに

縁取られる．胸鰭はあさい赤みの黄．

ホルマリン固定後 —70% エチルアルコール保

存した標本の体色は，体全体の色彩が退色し一様

に黄みの白となり，各模様は残らない．

分布　日本国外では，ソロモン諸島，フィリ

ピン・パラワン島，モルジブ諸島から報告されて

いる（Randall & Lubbock, 1981; Debelius, 1993）．国

内では伊豆大島，高知県柏島，および鹿児島県竹

島から記録されている（工藤ほか，1996；瀬能，

2000；本研究）．

備考　本標本は眼窩後縁に小乳頭状突起があ

ること，舌上に歯板がないこと，下鰓蓋骨下縁が

円滑であること，背鰭条数が X, 15 であること，

胸鰭軟条数が 18 であること，臀鰭軟条数が 7 で

あること，側線有孔鱗数が 42 であること，背鰭

が 1 基であること，背鰭第 3 棘から第 10 棘間の

鰭膜上半分が無鱗であること，背鰭軟条が伸長し

ないこと，臀鰭第 2 棘が第 3 棘より短いこと，尾

鰭が三日月形であること，生鮮時，頭部にこい紫

みのピンクの環状線があることなどからコウリン

ハナダイと同定された．

高知県柏島における本種の水中写真が，神奈

川県立生命の星・地球博物館の魚類写真資料デー

タベースに登録されている (KPM–NR 38970：高

知県幡多郡大月町柏島，2000 年 10 月 17 日，岸

　豊撮影 )．KPM–NR 38970 は背鰭軟条が伸長し

ないこと，臀鰭第 2 棘が第 3 棘より短いこと，尾

鰭が三日月形であること，頭部にこい紫みのピン

クの環状線があることなどの特徴が確認できたた

め本研究でもコウリンハナダイと同定された．

日本国内におけるコウリンハナダイの分布は，

これまで東京都伊豆大島のみとされていたが（工

藤ほか，1996；瀬能，2000），高知県柏島と鹿児

島県竹島からも生息が確認された．したがって，

本種は日本の黒潮流域である太平洋沿岸に広く分

布している可能性が高い．

Sacura margaritacea (Hilgendorf, 1879)

サクラダイ　Figs. 2–3

標本　KAUM–I. 25338， 体 長 119.0 mm， 雌，

鹿 児 島 県 南 さ つ ま 市 笠 沙 町 片 浦 高 崎 山 地 先

(31°26′00″N, 130°10′05″E)，2009 年 10 月 24 日，

水深 40 m，釣り，崎向幸和．

記載　背鰭条数 X, 17；臀鰭条数 III, 7；胸鰭条

数 16；腹鰭条数 I, 5；尾鰭条数 10 + 9；側線有孔

鱗数 29；鰓耙数 10 + 26．体長に対する体各部の

割合 (%)：体高 44.6%；体幅 18.5%；頭長 37.2%；

吻長 9.6%；眼径 9.4%；両眼間隔 10.4%；上顎長

15.3%；尾柄高 13.1%；尾柄長 16.6%；背鰭前長

33.4%；肛門前長 70.0%；腹鰭前長 42.4%；背鰭

第 1 棘長 7.2%；背鰭第 2 棘長 10.8%；背鰭第 3

棘長 19.6%；背鰭第 10 棘長 12.4%；背鰭最長軟

条長 43.6%；背鰭基底長 63.9%；臀鰭第 1 棘長 8.5%；

臀鰭第 2 棘長 18.0%；臀鰭第 3 棘長 17.1%；臀鰭

最長軟条長 21.5%；臀鰭基底長 17.9%；胸鰭長

31.1%；腹鰭長 26.0%；尾鰭長 54.9%；尾鰭湾入

長 36.8%．体は卵円形で，側扁する．前鼻孔は吻

端と眼窩前縁間の中央よりやや上方に位置し，管

状である．後鼻孔は前鼻孔と眼窩前縁間の中央に

位置し，孔状である．上顎後縁は眼中央に達する．

主鰓蓋骨に扁平な 3 本の棘があり，中央のものが

最大で，下方のものが最小．前鰓蓋骨縁は鋸歯状
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で，後縁下端に 2 本の棘がある．下鰓蓋骨下縁は

鋸歯状．背鰭棘はいずれも伸長せず，第 3 棘が最

長．背鰭第 3 軟条が糸状に伸長し，第 4 軟条はわ

ずかに伸長する．臀鰭は第 2 軟条が臀鰭の輪郭よ

りわずかに突出する．胸鰭長は第 9 軟条で最長と

なり，臀鰭第 1 棘直上に達する．尾鰭は深い湾入

形で，両葉先端が糸状に伸長し，上葉は下葉より

わずかに突出する．

色彩　生鮮時 — 頭部の地色はこい黄みのピン

クで，頭部側面下半部はうすいピンク．吻端から

眼の下縁を横切り尾鰭基底まで続くさえた黄のや

や不明瞭な線がある．側線上を走るさえた黄のや

や不明瞭な線がある．虹彩はさえた黄．体部の地

色はこい黄みのピンクで，体腹面に向かい淡くな

り，体腹面はうすいピンクとなる．背鰭はさえた

黄で，第7棘から第10棘までを覆う黒色斑がある．

体背面に 8 個の不明瞭な暗い灰みのブラウンの斑

紋が，体背面の輪郭に沿って 1 列に並ぶ．尾鰭中

央部はさえた黄で，後縁に向かい淡くなる．尾鰭

上葉はさえた黄で，下葉は上葉よりやや赤みがか

る．臀鰭棘は白．臀鰭軟条部はさえた黄で外縁に

向かって淡くなる．腹鰭棘は白．臀鰭軟条部はこ

い黄みのピンクで後方に向かい淡くなる．胸鰭は

うすいピンク．

ホルマリン固定後 —70% エチルアルコール保

存した標本の体色は，背鰭第 7 棘から第 10 棘ま

でを覆う黒色斑が明瞭に残り，体背面の 8 個の暗

い灰みのブラウンの斑紋は，生鮮時不明瞭だった

が明瞭になる．他の色彩は退色し黄みの白となる．

分布　日本国外では，韓国，台湾，南シナ海

か ら 報 告 さ れ て い る（Lee, 1990; Radall & Lim, 

2000）．国内では相模湾，八丈島，駿河湾，高知

県（高知市，須崎市，柏島），長崎県，および鹿

児島県（鹿児島湾，南さつま市）などの琉球列島

を 除 く 南 日 本 に 分 布 す る（Hilgendorf, 1879；

Jordan & Richardson, 1910； 蒲 原，1930； 黒 田，

1931；蒲生・加藤，1973；鈴木ほか，1974；竹村，

1973；Heemstra & Randall, 1979； 益 田・ 小 林，

1996；瀬能，2000；井出ほか，2003；Kim et al., 

2005；瀬能・林，2009；本研究）．

備考　本標本は，背鰭が 1 基であること，背

鰭条数が X, 17 であること，臀鰭軟条数が 7 であ

ること，胸鰭条数が 16 であること，側線有孔鱗

数が 29 であること，背鰭第 3 軟条が糸状に伸長

すること，尾鰭が深く湾入することからサクラダ

イと同定された．また，本標本は，背鰭第 3 棘が

伸長しないこと，第 7 棘から第 10 棘までを覆う

黒 色 斑 が あ る こ と な ど が，Heemstra & Randall 

Fig. 2. Photograph of fresh female specimen of Sacura margaritacea from Minami-satsuma, Kagoshima, Japan (KAUM–I. 25338, 119.0 mm 
SL).
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(1979) の記載，および益田・小林（1996）と瀬能

（2000）の図のサクラダイ雌の特徴と一致するた

め，雌であると考えられる．

2009 年 12 月 25 日に鹿児島市東桜島町観音崎

地先（鹿児島湾）の水深 52 m でサクラダイが撮

影された（Fig. 3）．また，桜島の西岸から南岸の

水深 45–65 m に存在するヤギ類やウミトサカ類な

どの刺胞動物群落で，本種のオス 1–3 個体，メス

10 個体ほどが群れで生息することが確認された．

したがって，サクラダイは鹿児島湾で再生産して

いる可能性が極めて高い．

日本国内におけるサクラダイの分布は，これ

まで長崎県が南限とされていたが（Hilgendorf, 

1879；Jordan & Richardson, 1910；蒲原，1930；黒

田，1931；蒲生・加藤，1973；鈴木ほか，1974；

竹村，1973；Heemstra & Randall, 1979；益田・小林，

1996；瀬能，2000；井出ほか，2003；Kim et al., 

2005；瀬能・林，2009），本研究によって鹿児島

県（鹿児島湾と南さつま市）からも生息が確認さ

れた．したがって，国内における本種の分布は約

170 km 南限を更新したことになる．

Hilgendorf (1879) は，相模湾から得られた 1 標

本に基づき Sacura margaritacea (Hilgendorf, 1879)

を Anthias margaritacea として記載した．その後，

本種に対して和名サクラダイが使用されるように

なったが（Steindachner & Döderlein, 1883；石川・

松 浦，1897；Jordan & Richardson, 1910； 蒲 原，

1930；黒田，1931；蒲生・加藤，1973；鈴木ほか，

1974； 竹 村，1973； 益 田・ 小 林，1996； 瀬 能，

2000；井出ほか，2003；瀬能・林，2009），本研

究ではこの和名の起点を確認することができな

か っ た． し か し，Jordan & Richardson (1910) や

Heemstra & Randall (1979) のシノニムリストにお

いて Steindachner & Döderlein (1883) 以前に和名サ

クラダイを用いたものがないことから，この和名

は Steindachner & Döderlein (1883) により使用され

たのが最初である可能性が高い．

一 方 で，Steindachner & Döderlein (1883) は Sa-

cura pulcher (Steindachner & Döderlein, 1883) を

Anthias pulcher として新種記載している．このと

き Steindachner & Döderlein (1883) は，S. pulcher

に適応すべき和名を提唱していないが，本種が漁

師によって Akasagi と呼ばれていたことを記述し

ている．その後，田中（1921）は東京市場で得た

S. pulcher を報告し，和名オオゴンサクラダイを

用 い た． 原 記 載 以 降， 田 中（1921） ま で に S. 

pulcher の報告はなく，S. pulcher に対して初めて

和名を用いたのは田中（1921）であると考えられ

る．黒田（1931）は S. margaritacea が顕著な二次

性 徴 を 示 す こ と を 確 認 し，S. pulcher が S. 

margaritacea の新参異名であることを示唆した．

黒田（1931）以降，S. pulcher の報告はなく，和

名オオゴンサクラダイも使用されていない．その

後 S. margaritacea は，雌性先塾の性転換をするこ

とが組織学的に確認され（Reinboth, 1963），性転

換の機構の部分的な研究もされた（Okada, 1965a, 

b）．また，生活史を含む生態について若干の知見

が得られている（鈴木ほか，1974）．これらの知

見から，Heemstra & Randall (1979) は S. pulcher を

S. margaritacea の新参異名とみなした．
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